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【目的】 
 学校運動部活動は中・高等学校を通して多く学生が経

験をしている。日本中学体育連盟の調査によると平成 23

年度の加入率は男子生徒で 74.3％、女子生徒で 52.0％で

ある。また、平均活動時間は一日当たり 118 分となって

いる。このように参加者は終業後の多くの時間を部活動

に割き、活動をしていることが明らかになった。またそ

の目標として、全国高等学校総合大会や国民体育大会な

ど全国規模で開かれる大会があり、部活動での成果を試

す場となっている。このように部活動は生徒にとって学

生生活の重要なコンテンツの一つである。しかし、肝心

の指導する側の課題は多い。近年、問題に挙がることの

多い顧問教員による体罰の問題、指導経験のない指導な

ど教員が指導をする形だけでは成り立たなくなっている

ことが見て取れる。そのため、学校のみで展開されてき

た部活動は外部指導者制度を取り入れ、この二者が連携

して取り組む構造になってきている。しかし、まだ制度

的には未成熟で効果的に活用ができていない現状がある。

これらが連携して互いの長所を引き出すことができれば

より良い部活動が実現するであろう。 

 以上より、本研究では外部指導員、顧問教員の現状を

関連文献から検討する。そこで浮き彫りになった課題を

踏まえ、今後の運動部活動、外部指導員の発展に向けて

の改善策を提示することを目的とする。 

【方法】 
 本研究は文献研究によって行われた。まず、運動部活

動の歴史を辿り、現在の運動部活動に至った経緯を明ら

かにした。それを踏まえた上で顧問教員と運動部活動参

加生徒が抱えている問題を明らかにし、外部指導員が部

活動に参加することで生まれるメリットを明確にする。 

【結果】 
第一節では学校部活動の歴史を明らかにした。1870

年頃、欧米スポーツは文明開化に伴って外国人教師など

によって持ち込まれた。大学運動部員が中等学校に訪問

指導を行い広めることで現在の中学・高校の運動部活の

軸ができ、校友会に教員が入り、指導は教員中心へとシ

フトした。また、1900 年代から大学の影響などにより勝

利至上主義を掲げる部活動が増え、戦争の激化に伴い軍

国主義が部活動にも浸透し体罰などの問題が生まれた。

また、戦後の東京オリンピックなどによって再び勝利至

上主義が蔓延した。さらに、教員が指導を始めた頃から

ほとんどの時期において運動部活動に教育的意義がある

と言われていることが学習指導要綱によって明らかにな

った。しかし、運動部活動の立場のあいまいさから顧問

教員に大きな負担が長年かかっていることも分かった。

近年では正式に教育活動の一環として認められ、地域と

の連携によって運動部活動を運営することが好ましいと

されるようになっている。 

第二節では顧問教員の現状を明らかにした。顧問教員

の多くは熱意を持って指導を行っていることが分かった。

しかし、時間外労働の増加や指導力不足、手当が安価と

いった顧問教員への負担が大きいことも指摘されている。

また、指導力不足や体罰に伴う生徒との信頼関係の低下

が生まれていることもわかった。現在の構造では問題が

多く、解決策を講じる必要があることがわかった。 

第三節では外部指導員の現状を明らかにした。外部指

導員は運動部活動の指導者不足を解決するだけではなく、

他の効果も期待できることが分かった。その有効性は

2002年から 2012年までに 3倍近くに外部指導員の数が

増加したことからも明らかである。また、地域全体の取

り組みとして外部指導者を派遣している自治体があり、

様々な種目に派遣し指導を行える環境ができつつあるこ

とが明らかになった。 

第四節では前節までの内容をふまえ、顧問教員と外部

指導者の関係性を指導レベル、報酬とモチベーションの

観点から比較・検討した。技術指導レベルは外部指導員

が高く、教育指導レベルは顧問教員が高い。また、安価

な金銭的報酬によるモチベーションの低下は認められず、

生徒に対しての指導に重きを置いていることが明らかに

なった。互いに異なる種類の指導に優れていることから、

適切な役割分担によって部活動指導を行うことが望まし

いと考えられる。 

【考察】 
互いの指導能力の違いから、分担して運動部活動を行う

ときには、互いの指導の意味を理解することが必要となる。ま

た、生徒の自主的な活動を重視しながらも、行き過ぎた勝利

至上主義など教育的意義から逸脱しないように注意すること

も忘れてはならない。 


